
ワークショップ開催の流れ 

ご質問・ご要望は、D-project事務局までお気軽にご連絡下さい。 

〒102-0083　東京都千代田区麹町5-3-3 麹町KSスクエア8F　D-project（デジタル表現研究会）事務局 
 TEL：03-3222-8943／FAX：03-3222-8893／e-mail：workshop@d-project.jp

①学校・機関名　②ご担当者名（所属・役職）　③住所　④TEL／FAX　⑤e-mail 
⑥ご希望のメニュー　⑦開催場所　⑧希望日程・期間　⑨実施対象　⑩予定人数 
⑪使用機材およびOS　⑫ワークショップに期待すること　 

★FAX・e-mailでのお問い合わせの際は以下の項目をご記入ください。 
　お電話の場合も下記項目について伺わせていただきます。 

03-3222-8943 03-3222-8893 

〔事前準備〕（開催ご担当の方） 

〔当日〕（参加者の方） 

D-project事務局と協議しながら参加想定者、規模に応じた 
ワークショップの内容を決めていきます。 

●このパンフレットに掲載の模擬授業をベースに、研修の時間や使用機材などを考慮しながら、最適なものにカスタマイズして
いきます。D-projectのWebサイトで提供している「ワークショップキット」を使用し、講師が伺わないインターネットを利用した
研修もありますので、お気軽にお問い合わせください。 

会場の設定、準備 

参加者を募集 

授業のねらい、学習効果、評価基準と評価方法を確認 

生徒の視点で授業を体験 

●講師の指導のもと、実際にパソコンに触れながら制作体験や実習を行います。 
●使用するソフトの操作も同時に習得できます。 

教師の視点で授業を評価 

●自己評価・相互評価をしていき、授業全体の評価を行います。 

評価について参加者と意見交換 

●講師と参加者が授業内容についての意見を出し合い、実践の際の課題や発展を探ります。 
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開催内容を選定 

ワークショップについてのお問い合わせ先 

 TEL
workshop@d-project.jpe-mail

FAX
プロジェクトを 
企画･推進 

ワークショップで 
体験！ 

授業のねらいを明確にし、子どもがつけたい力に応じた 
デジタル活用のポイントが身につきます。 

数字は、文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」 （2005年3月31日）より 

ITを使った授業デザイン力を養成する 

Ｄ-pｒｏｊｅｃｔ（デジタル表現研究会） 主催 日本教育新聞社 共催 学研「NEW教育とコンピュータ」編集部 協力 

 

コンピュータを使って教科 
指導等ができる教員の割合 
コンピュータを使って教科 
指導等ができる教員の割合 

68％ 68％ 
はたしてその中身は？ はたしてその中身は？ 


